論文Introduction of A New Principle in the Theory of Magnetismに対する宮原氏のコメントに対する筆者の回答 by 飯田, 修一
Title論文Introduction of A New Principle in the Theory ofMagnetismに対する宮原氏のコメントに対する筆者の回答
Author(s)飯田, 修一









論文 IntroductionorA New PrincipleintheTheoryor
Magnetism に対する宮原氏のコメントに対する筆者の
回答



















善 (1975)がある｡特に 9.5,12.2, 12.3,S.3節は重要な関連があることを指
摘させて頂く｡






























で,エネルギー (熱力学関数ではない)が最低になった状態である｡ ｣ (厳密に言うの
は面倒なので多少省略している｡ 詳 しくは H.B.Calen,"ThermodynamicsH(1960)


























Depth A- √mTt 2/he2 の桁の領域ではその囲む磁束の量は変化しているのであって,
その変化の様相を理論的に確定するのが,超電導体の リングに関する熱統計力学の役割
りなのである｡以上の事情を端的に示すものとして次の例が挙げられる｡ 今リング状の
容器をコイル又は磁石の磁場の中に入れ,電子ガスを充満したと考える｡ 問題の1はそ
の時の熱平衡状態における電子ガスと磁場の浸透度との関係如何 ということである｡問
題の2は次にコイルの電流を下げるか,あるいは磁石又はコイルを移動させて,印加磁
場を取り除き,リング状電子ガスを熱平衡に達せさせたとする｡この際の電子ガスの熱
統計力学の取扱い方とその結論は如何ということである｡筆者は筆者の信ずる熱統計力
学の手法によって,この場合電子ガスは超電導体の場合に観測されているのと同等な結
果,即ち浸透速度｣の永久電流の存在が熱統計力学的に厳密に導出できることを主張する｡
単純化のためには壁は弾性壁を考えるとよい｡この場合の既存の熱統計力学による結論
を筆者は了解 していないが, もしある結論が既存の熱統計力学により厳密に出せるので
あれば,是非その手法と文献名を御連絡頂きたいと考える｡この場合の本質的な問題点
は電磁誘導現象と熱統計力学との相互関係であって,通常使われる-ミルトニアンはこ
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の場合に重要な量になる閉ぢこめられた磁束の持つ磁気エネルギーを示す項を持ってい
ないのである｡
以上簡単な記述であって,問題の本質のありかを指摘する程度に止まり,問題の解答
の内容をあきらかにしたものではありませんが,宮原氏に対する御返事と致します｡こ
の程度の説明では不備であり,微視的立場より十分に筆者の主張を理解したいと希望さ
れる場合には,PartⅡの公表までいま暫 く待って噴きたいと存 じます｡
なはPartII,p.225で,JE･jdt項の物理的意義に考え落しがあり,これは-SALY･
j/Cとすべきことが判明しましたoALYは一般化したロンドン ･ゲージのベクトルポテ
ンシャルで,A-ALY+∇Wであり,超電導体の表面でA･n-∇W･n(nは法線ベクト
ル )で定義されます｡その結果
dU-TdS+HdH寸 ･dALY
となりますが,Meisner状態では
dU-TdS+2HdH
となり
dF--SdT+2HdH
dG--SdT
伽)
刺)
となります｡partIIの記述は不充分ですが,他の式は差支えありません｡以上の内容は
PartIIに詳しく説明致します｡
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